
コロナ禍における生活・活動
第19回  応用倫理・応用哲学研究会

新型コロナウイルス感染症によって私たちが経験している危機

は、新型ウイルスへの感染自体だけではなく、時にその感染を

防ぐためのさまざまな対策が逆に人々を追い込んでしまうとい

う事態です。こうした状況において人々は、現状を変えるべく

新たな活動を始めたり、また既存の活動を新しい形態で継続し

ていこうと模索し始めました。この研究会では、特にジェンダ

ー・セクシュアリティの観点に注目して、こうした人々の活動

から二つの具体的な事例を取り上げます。そこから見えてくる

ジェンダーやセクシュアリティを取り巻く現状と課題は、一体

いかなるものなのでしょうか。
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発表①

発表②
――「セックスワークにも給付金を」訴訟について考える

コロナ禍におけるLGBTQのプライド・パレード／フェスタ

「不健全」というスティグマの影

詳細は下記HPをご確認ください
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お申し込みは11月29日中にお願いし
ます。なお、定員に達し次第締め切

らせていただきます。
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